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近着図書解題

グジャ二一 l協同組ii't',,・;i':',:1,'j査委員会店

『グジャラートの協同組合農業』

The Gujarat Co operative Farming Survey C口m-
mittee. (-'11-0戸川・ativeFarming in Gujarat. B《）HlI,〔，y:
The Indiιm ~uciety of Aιr icultural E、引川川11ics,
1959. Pp. ii I 137. 

インド幾村社会の新しい社会経済秩序は村幣パンチャ

ーヤトと協同組合にあるといわれるが，：本設はその後者

を対象とし r ,' l分野で‘指；引にJJ也t;::にあるヰ；p ヘイ州の

グヨャラートJ也，＇iの協同組（；・!,・ ,.J!J i!t L tニ報｛＇， る。

調査目標は，（1）協同組合わ3つの君！！のう1川、ザれが望

ましいか，（2）政府からの援幼は正当カ、ぷ.）十分であるか，

(3）農村社会のさまざまな閣f系に協fii］組合v主L、b、なるJ;J:献

をなしう三J /, ', tいう 3謙正iFιl】、ヲ，それ弐・／－＼4怠lf干を文t 、

象としTこム司！f,, 

なケ一ス．スタディの 3つの方法で調査している。

本書の構成は， I序， E成長過程， E構成員， IV土地，

V財源， VI肝l;, VII集中研究、＼II!経営管理， LX絞殺の9

章からな J，机，i,1の要約のとこんーヶ上記3I l Wt~ !'-:Jする

実績（相，－Jt;:1i＼＇.功してし／ぃ必｝生述べ， f:J;；＇，りところ

で従来の欠陥と今後の方向を22項にわたり打ち出してい

るc なお本文の豊富なデータと付録の中の 6つの統計，

対象組合 l ス l、調査計画去し ;/1.,ぞれ有店、iり

T•M ・フレイザー・ Jr. 箸

「ルセンビランーマレ一人の漁村j

T. M. Fraser. Jr. Rusembllan A Malay Fishing 
Village. :¥r・¥,・ York: [tha山、 Cornell i inivnsity 
Press, 1960. Pp. xi+248. 

Rusembilanはマレーに近い Pattaniの問JからがJ3.5マ

イル離れi：勺 l ri；部の漁村：ヤノ，，，この事長11;i i 1川崎－2

月から 9)j 山著者ηRusemlJil四滞在Iよす｝仁得ら

れた資料：二 J., なのであるo,;1,¥1 it LI的は，〕 P I / l一人

の村（政治的にはタイに属する）の経済的基盤‘社会構

造，生活様式をみて，村吉年内に起こりつつある変化とそ

の要因をJ,'J・二 ！たこのキlc、vf人の村とと，，，.f:'，＇.度異な
っといる i, jピ刈〆？るにあっ p -

今までタイの農村の実態調査は乏しく，特に！有部での

調査はきわめて少なかった。タイの南部にあるマレ一人

の村に闘しては，著者のこの調査が初めてのものである。

Lauriston Sh川）氏はこめ附与tCornell Studies in 
Anthropolりぬ，；） 1つに加，J ノ1と.＆べてい；；＿，，，
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.T. p・ポーリュス著

『ベjレギー領コンゴの公法J

J. P. Paulus. Droit Public du Congo Berge, 
B, uxelles: Univcrsit己Librede B, uxelles, Institut 
de Sociologic Solvay、1959.Pp. ii i -1:l2. 

本海は舶民地研究シリーズの第1巻として出され，そ

の目的は「ベルギー官民コンコゃの現行公法を示すことにあ

）｝て，それを導い介伝li'l"i'iを叙述すろもの九九まない」 UT 

土＇ ＂ある O 第 irn; ＇ベルギーと： 1：..－ コの関係，コンゴ
法山地位」 rn烹史的！14.W, コンゴ訟0）本11,1に対する！耳打.f¥‘
コンゴ法の独自性， コンコぉ固有法との関係），第2部「立

法権」 （立法権行使の一般， j諸立法機関，特別立法によ

らか、ti＇司 立法lこf¥''1・J之Ji高規定）， ti'¥ :l白川行政権j( :J > 

「政府と本闘の話機関、コンゴ致）ffと地方行政，コノコ

の生活条件からくる諸問題と黒人の進化），第4部｜司法

権」（一般的展望，司法原則，検事と行政府，司法組織，

本悶とコンコ，弁護土），第5部「倒人の権利」（序論，

Jiな的作 )Jを制限寸；：，ぷMt利）， 第 6部「ゴンゴの軍隊j

I －絞刊展望， h工法， 4；国の軍事1，主f徒、 警察），第 7iii¥ 
「通貨制度j，第8郎l国旗と印主主」および付録として各
種の関係国際法からなる。

J . lごウフィ一丸、

「ポJレトガル領アフリカ』

James Duffy. Portuguese Africa. Cambridge, Mass目：
!la了、ardUniversity Press, 1959. Pp. 389. 

;L.トカソレ領ア ｝ ) !Jの主要地域アシニfラとモブj.:. Iニ

クは， 去の面積において西欧に匹敵し， 450年にわたっ

てこれを支配してぎたボルトカ、ルを今日伎界の主要植民

i時つ℃いる。コ＇）j也Jt.＼）主アフワプJむi,Aえも遅れt:)iJi仁

,h ;7，＇つに過去 20年りl/¥lv二驚くべき変行企遂げており，いJ

!I• トガノレ領；ー，＇ ') ljの役割を諏L/,.-c>li、道下アフリゾl

の運命令,i命ずることはできない。しかしこの地域は物質

的進歩をみせた半面ポルトガル人の支配と搾取は川態依

然kpじものがあるu 本，ifは英語に J ノもこの地域のE堅守」＇二

iそ；！とp最初の包折i下j労f'Fである。その！骨史は 1加0 ij'.•J 

Bantuしゅう長との接触から， 1885年のベルリン会議を

経て現花の Salazar政権にまで2えんでいるO 本書は征服

者と宣教師，値民者と奴隷商人，ー尚人と犯罪者， 20世紀

じおける現代アノり：＇ J-itl'I民地を樹（（ し ！~ :i世代の政治家

／二lJノ物語であとノ
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E・w・ルーャー蒋

「エチオピアの現状』

EmesL ¥Y. Luther. Ethiopia Today. Stanford 
California: Stanford University Press, London : 
( )xford ¥ .niver只ityPr円円 1958.Pド.xiii lfi8. 

近年諸外国との接触の増大によりふたたびその同名を

111:: －知ら i_ -l,t二ユ仁オピァー？あるが，従来－~ －－，国の；'/J}外

での紹介には多くの誤りがあった。本書はふうした多；

の ~~i解の径IEを意図するものである 本来経済学者ボあ

現地 工チ ）－ I：ア銀f「引き経済，y門家〕ふった汽片

の体験は，経済の分野において最も深く，本警がエチオ

－の経消i，乙焦正1γ＇，合わ： ：＂、る n-L当然

う。

｛，書打、 1tl観干i；としてイJエチ寸ヒアのそよ雨を網野r1 
ているO 最初！こ向然・人文環境などが概観ぶれ，ついで

終業，工業1 商業 金融などの問題を取り上げて経済の

Jl/;lgを浮； ／：杉りt二iる。中行耐こお、 と現在｝ ；＇－将来つ J

チオピア経済に対する封建遺骨予！などの消振がj作用，活字星

工Xt外政，x;kどσノh'r極的f!Jljiとつ‘べ簡単：X察を！111<・_
て結んで、いる。

Z士少たL Jチ寸 アに！巳J－「る文1li1,2うわ一二本書：r何

観に最適のものの lつであろう。

J . M.アプト／著

『解i記，近代イラン史j

Joseph M. Upton. The History of Modern Iran: 
An Jnteゆ何tation. (Harvard Middle Eastern 
'.¥lono日Iaphsゴ Cambridge:Harvard lTniversity 
Press, 1960. Pp. 163. 

片者t;, fラ： ？）歴代政f{fの内.1;，ト政策♂））Jに功を次'ii:':
づけてきた，イフン入社会の特色に基礎を置いているイ

ちL近｛－（ Iどの描［I',（，了行なうのがこの著述の闘がJであ玉三と

日、＼そ＇ t寺色どい，近代イランリ！の流れik、Jして主主材
の波はあるが持続的な影響を及ぼしてきている民衆の態

rt とそのf、行と t,•/1 目さit ？， こと i-_u泊、な，－.:1，：い， 左前

置きしている。

／いで，＇｝-i' t工；'J＞シャ人であれば、民衆口）1主度や＇｝：行

にりいて記述することにより，その国土，国民，文化i.::.

〆 －＇－＇て西 i吹人に型併しうぞιとうに説明するー土がで生Fる

-bろう（）：，こ （＇ノJうな民衆の態1(£::0実行に＂）いてれ命

述が公にされていないために，イラン人民の生活や文化

; • ' iいてCノ 商店Jた感嘆仁川1ってL、ろことは‘近代 －（ 'i 

近着国青解題

:1史の，iHlilの正当-t'Eを妨げるこ土： ぼると反省し－ ,-

歴史の流れ合法貝！！と実際とのあいだの対比Lおし、（/1:‘窓

際く把揮しなければならないと轡併を発している。

さらv二人l主： J Tての＇）（＇tにョ山、て理再下l，把握する
ことは悶難であるから，断定を下すことは避けてきたの

であるぷ‘自分独自の理解店先入観および気まぐれz℃ど

により個性化きれることは止むをえないものであろうと

山われもので，わがわくは守このIH絞が諸々 のイ，； ＞史

に対する説明の答観性を正当化したり，確記したり :rる
士とので会るようた刺激を与えることを期待したいと結

人でいるJ したが v，て近代イラ＞CJ歴史亦jな流れと｛立置

を理解し，追求寸るためには一読すべき醤物の 1つであ

ろと思わ；Jiる。

E・ ハンターア；

「過去・現在ーアフガニスタンでの 1＇.年J
Edward Hunter. The Past P問 sent:A Year in 
A危hanistan.London：日odder& Stoughton, 1959. 
Pp. :152 

アフガニスタンはいまから600～700年前，シルク口一

：の通ろ＼i+界のド子路て、あ勺7ニ。だが海上交通時代の訪

れはこの闘をほとんど世界史の地図から消し去ってしま

' fこc ーと［て現ぃ.;[}jれてλた著者の§Iこ勺ったものは西

欧の中世に相当fえ2姿そのままであった。だが外に／cJか

円て回く閉ざされてきたこの国の国境の四回にも20世紀

の波は押1寄せていた。税代史の激流を泣けるにじ，こ

の国はあまりにも地理的にその潮流の中心に位置してい

る。イヲ Lからの進出が思わしくなくなrf二ソ連はヲア

フガニスタンに歩を進め，フ”ルガーニン，フJレシチョフ

川この｜司を訪れて同家予算の4併に及ぶI/Ii款を約Lて世1・

界にセンセーションをまさ起こし，アメ ＂11も巨大な潜
i鉱工事をはじめ数々の援助にのり出した。

こう L仁数百年末忘れられて（！＇tここの凶がふたたび，

突如として世界史の十字路に位置づけられつつある。そ

してみずみ、らも p波しくそのをZを変えつつある（現仁木警

の内容はすでに outof dateもはなはだしいと，駐日ア

ブガニスクン大{'li｝工強く指摘している）。

しかよ》ばこのI震はどの仁うな過去をもん，現在と、のよ

うな方向に進もうとしているのか，これ宅ピアメリカの外

fll記者ξLて豊，う込，f

の見開をもとにして描こうとしたのがこの本で、ある。
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